
（別紙４）

〜 2025年 12⽉ 31⽇
（対象者数） ６家庭 （回答者数） ５名

〜 2025年 12⽉ 14⽇
（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

〜 2025年 12⽉ 31⽇
（対象数） 6園 （回答数） 3園

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利⽤児分析ができるように、観察する⼒をつける
子どもを発達的に捉える

2

遊び・教具・素材の研究
研修会等での情報収集

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員のスキルアップ
専門的な内容でも保育場面で何ができるかを事前に職員で検
討をしておく。

2

情報収集・訪問回数の⾒直し
その場での回答が難しい時は、事業所に持ち帰り職員で検討
をしてから返すことや、資料等を集めてから返す。

3

○事業所名 児童発達支援センターバンビ
○保護者評価実施期間 2025年 12⽉ 1⽇
○保護者評価有効回答数

2025年 12⽉ 1⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 2026年 1⽉ 14⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2025年 12⽉ 1⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

〇専門的な支援 療育場面でできる事と保育場面でできる事で提案してよいか
悩む事がある。
職員のスキル不⾜(伝達表現・提案内容)

〇問題解決に向けた助言 訪問場面だけでの情報から、問題解決策を提案できないとき
がある。
継続的に取り組むのが、園の先生なので、どこまでできるか
を提案しにくい。

〇利⽤児の分析 利⽤児の目に⾒える様子だけでなく、発達の背景なども含め
て捉えることができるようにしていく。

〇遊びの提案 発達を促す遊びの提案
その遊びの意図・ねらい・効果について説明をする。

事業所における自己評価総括表公表


